「シェイクスピアの今：図像学入門Ⅴ」:第１講
鈴木繁夫
名セリフと図像
「たちがバラと呼ぶものは、他のどんな名前で呼んでも、同じように甘く香るわ」
「女は口説かれているうちが花。落ちたらそれでおしまい。喜びは口説かれているあいだだけ。」
「慈悲は、天から降りそそぐ恵みの雨のように大地を潤すもの。」

シェイクスピアは誰だったのか
生没年1564-1616
時代：エリザベス朝→イングランドの成長期

作品を読む
[bookmark: _GoBack](1) 『ロミオとジュリエット』（1597）：型にはまった愛
(2) 『トロイラスとクレシダ』（1603）：愛への懐疑
(3) 『ベニスの商人』（1598）：貨幣を媒介にした結婚愛
翻訳：松岡和子訳　　筑摩書房


作品を演じる：ロールプレイング
[image: ]気に入った箇所を演じてみる
(1)誰のセリフ
(2)なぜ気に入ったのか［？幕？場］
(2)どういう気持ちなのか。

200字意見文
(1)賛成か反対か
(2)賛否の理由




『トロイラスとクレシダ』3幕2場

パンダラス:おや、まだ恥ずかしがつておるのか？
話はすんでないのか？

クレシダ:叔父様、これから私どんな愚かなことを
するかもしれないけど、その結果はみんな叔父様
のところにもつていきますからね。

パンダラス:それはありがたい、もし殿下のお子を
産んだらわしにくれるといぅことだな。殿下に心
からつくすのだぞ。殿下のほぅで不実なまねをさ
れることがあればわしを咎めるがいい。

トロィラス:これであなたもたしかな保証を手にさ
れた、叔父上の誓約と、私の誠意で。

パンダラス:いや、姪のためにも誓約しておきまし
ょラ。私の身内のものは、くどきおとすまでは時
間がかかりますが、一度おちたら落ちついたもの、
雷が落ちてもスッボン同様離れやしません。

クレシダ:恥じらいにかわつて勇気が湧いてきた、
思いきって言いましょぅ、卜口イラス様、私は夜も昼もあな
たをお慕いしていたのです、何か月もずつと。

トロイラス:それならばクレシダ、なぜかたくなに
こばんだ？

クレシダ:かたくななのは見せかけだけ、初めてお会いしたとき
私はあなたのものとかたく心に--ごめんなさい、
あんまり本心をあかすとあなたは暴君になりそぅ。
いまはあなたを愛していても、いままではなんと
その気持をおさえられましたの。いえ、嘘！
私の心はまるで母親の手におえないほど大きくなった
わがままな子供のよ。ま、ばかね！なにもかも
しやべつてしまつて。自分で秘密をまもらなければ
他人に裏切られても文句は言えないのに。
 (
一目惚れ
)
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貴族世界
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シェイクスピア自身
[image: http://pages.ramaz.org/2013/schwais/shakespeare/globe4.jpg](1)シェイクスピアは何作書いたか 
(2)シェイクスピアは結婚していたか 
(3)人生のピンチは？ 

環境
(1)劇場は現在とどう違う 
(2)役者はどう違う 
(3)劇場の名前は 




『ロミオとジュリエット』
https://www.youtube.com/watch?v=4FHpmn-KYec

『トロイラスとクレシダ』
https://www.youtube.com/watch?v=7rxxZsbuenI

『ベニスの商人』
https://www.youtube.com/watch?v=-bZWZEwY21Q
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